
SDGs

コージェネ導入のポイント 省エネ・低炭素化　　電力消費量の削減　　BCP対応（停電時の備え）1 2 3

「まちのコンシェルジュ」、
安全・安心・低炭素な庁舎の誕生

中央区複合庁舎 C h u o  W a r d  O f f i c e  C o m p l e x

Case1

■ ガスエンジン・コージェネレーション仕様概略
メ ー カ ー ヤンマーエネルギーシステム株式会社

モ デ ル 名 CP35D2Z-TNJG

燃 料 種 別 都市ガス13A（中圧引込をガバナで低圧とし利用）

定 格 出 力 35 kW

台 数 3台

温水取出温度 85 ℃

効 率 総合：88.0％／発電：33.5％／排熱回収：54.5％

そ の 他 停電対応機

コージェネ

■ 施設概要
所 在 地 札幌市中央区南3条西11丁目330番地2

建 物 規 模 地上6階、地下2階、塔屋1階

構 造 鉄筋コンクリート造、一部鉄骨造（免震構造）

面 積 建築面積：3,021.62㎡／延床面積：20,215.91㎡

開 業 年 月 2025年2月（コージェネ稼働：2024年12月）

機 能 中央区役所、中央保健センター、中央区民センター

取材・文：太田 望

　1972年（昭和47年）に建設された札幌市旧中央区役
所は、施設・設備の老朽化や耐震性能の不足といった課
題を抱えていた。これらの課題を解決するため、建て替え
が決定され、市民の利便性向上と業務効率の改善を図る
とともに、区民センターと保健センター、区役所を複合化
した施設として計画された。
　基本コンセプトを『いつの時代も区民に寄り添い、区民
に愛される「まちのコンシェルジュ」』として、①誰にもやさ
しい庁舎、②長く愛着を持てる庁舎、③災害に強い庁舎、
④環境・景観に配慮した庁舎、の実現を目指して整備が進
められた。
　特に、自然エネルギーや未利用エネルギーの活用に加
え、災害に強く、環境にも配慮した庁舎とするため、コー
ジェネが導入されているので紹介する。
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エ
ン
ス
強
化
、
環
境
負
荷
低
減
、
そ
し
て
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
活
性
化
に
寄
与
す
る

多
機
能
な
拠
点
と
し
て
の
価
値
を
創
出
し
て

い
る
。
今
後
も
、
札
幌
市
の
環
境
モ
デ
ル
と

し
て
、
ま
た
災
害
時
の
拠
点
と
し
て
、
そ
の

価
値
を
発
揮
し
続
け
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

区
民
に
寄
り
添
い
、

長
く
愛
さ
れ
る

「
ま
ち
の
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
」

　

札
幌
市
中
央
区
複
合
庁
舎
は
「
ま
ち
の
コ

ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
」
と
い
う
基
本
コ
ン
セ
プ
ト

の
も
と
計
画
さ
れ
た
。
具
体
的
に
は
、
①
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
積
極
的
な
採
用
に

よ
る
「
誰
に
も
や
さ
し
い
庁
舎
」、　

②
札
幌

市
時
計
台
に
用
い
ら
れ
た
下
見
板
を
モ
チ
ー

フ
と
し
た
外
装
を
ま
と
い
、
ス
パ
ン
ド
レ

ル
（
金
属
製
化
粧
板
）
部
に
は
道
産
材
を
積

極
的
に
活
用
し
、
１
階
・
４
階
テ
ラ
ス
に
は

立
体
的
な
緑
化
も
施
し
、
市
民
に
親
し
ま
れ

る
温
か
み
の
あ
る
空
間
の
創
出
に
よ
る
「
長

く
愛
着
を
持
て
る
庁
舎
」、　

③
免
震
構
造
や

コ
ー
ジ
ェ
ネ
の
導
入
に
よ
る
「
災
害
に
強
い

庁
舎
」、　

④
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
未
利

用
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
コ
ー
ジ
ェ
ネ
な
ど
の
効
率

化
設
備
に
よ
る
「
環
境
・
景
観
に
配
慮
し
た

庁
舎
」
と
い
う
４
つ
の
機
能
を
意
識
し
た
施

設
計
画
に
よ
り
、
本
コ
ン
セ
プ
ト
を
実
現
し

て
い
る
。
事
業
推
進
に
は
Ｐ
Ｆ
Ｉ
手
法
が
導

入
さ
れ
、
民
間
事
業
者
の
資
金
と
ノ
ウ
ハ
ウ

を
最
大
限
に
活
用
す
る
こ
と
で
、
効
率
的
か

つ
効
果
的
な
施
設
整
備
が
図
ら
れ
た
。

災
害
時
の
施
設
を
支
え
る

コ
ー
ジ
ェ
ネ

　

本
施
設
は
、
災
害
時
に
本
庁
に
次
ぐ
サ
ブ

拠
点
と
し
て
の
役
割
も
担
っ
て
お
り
、「
災

害
に
強
い
庁
舎
」
と
し
て
の
機
能
強
化
に
注

力
さ
れ
て
い
る
。
通
常
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
に
お
け
る

施
設
継
続
想
定
期
間
が
３
日
間
で
あ
る
の
に

対
し
、
本
施
設
で
は
最
大
５
日
間
の
イ
ン
フ

ラ
供
給
（
電
力
・
水
）
を
計
画
し
て
お
り
、

災
害
に
強
い
施
設
を
目
指
し
て
い
る
。
地
震

対
策
と
し
て
免
震
構
造
を
採
用
し
、
浸
水
対

策
と
し
て
１
階
床
レ
ベ
ル
を
周
辺
道
路
か
ら

50
㎝
高
く
設
計
、
主
要
な
機
械
室
は
２
階
以

上
に
配
置
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
災
害
対
策
に
加
え
、
コ
ー
ジ
ェ

ネ
が
「
災
害
に
強
い
庁
舎
」
と
「
環
境
・
景

観
に
配
慮
し
た
庁
舎
」
の
実
現
に
大
き
く
貢

献
し
て
い
る
。
導
入
さ
れ
た
コ
ー
ジ
ェ
ネ
は

35 

kW
の
ユ
ニ
ッ
ト
が
３
台
設
置
さ
れ
て
お
り
、

合
計
１
０
５
kW
の
発
電
能
力
を
持
つ
。
耐
震

性
の
高
い
中
圧
ガ
ス
の
引
き
込
み
に
よ
り
、

非
常
時
に
も
ガ
ス
の
供
給
が
継
続
す
る
限
り

電
力
併
給
が
可
能
と
な
り
、
調
理
設
備
が

整
っ
て
い
る
実
習
室
へ
の
電
力
供
給
を
可
能

と
し
て
い
る
。

未
利
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

コ
ー
ジ
ェ
ネ
の

フ
ル
活
用
に
よ
る
省
エ
ネ
化

　

コ
ー
ジ
ェ
ネ
の
排
熱
は
、
夏
期
に
は
排
熱

投
入
型
吸
収
式
冷
温
水
機
で
冷
水
と
し
て
、

冬
期
は
熱
交
換
器
を
通
し
て
温
水
と
し
て
使

用
さ
れ
、
空
調
熱
源
と
し
て
最
大
限
に
有
効

利
用
さ
れ
る
。
年
間
を
通
し
て
早
朝
か
ら
夜

間
ま
で
稼
働
し
、
排
熱
を
有
効
活
用
す
る
こ

と
で
、
高
い
総
合
効
率
を
実
現
し
て
い
る
。

　

こ
の
高
効
率
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
は
、
寒

冷
地
で
の
Ｚ
Ｅ
Ｂ 

Ｒ
ｅ
ａ
ｄ
ｙ
認
証
取
得

に
向
け
た
重
要
な
要
素
の
一
つ
と
な
っ
て
い

る
。
そ
れ
に
加
え
、
大
規
模
な
下
水
熱
利
用

や
、
下
見
板
張
り
の
外
観
モ
チ
ー
フ
を
取
り

入
れ
た
庇
に
よ
る
日
射
遮
蔽
な
ど
の
技
術
と

組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
Ｚ
Ｅ
Ｂ 

Ｒ
ｅ
ａ

ｄｙ
を
達
成
し
て
い
る
。

　

本
施
設
は
、
単
な
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
場
に
留
ま
ら
ず
、
災
害
時
の
レ
ジ
リ

ガスエンジン・コージェネ（35kW×3台）

■ エネルギーフロー図（概念図 ※一部省略）

凡例 ガス 温水 給電 排水コージェネ排熱 冷水商用電力

ガス焚き吸収式冷温水機（1台）

暖房負荷

冷房負荷

融雪負荷

ガスエンジン・コージェネ
（35kW×3台）

排熱投入型吸収式冷温水機（1台）

熱
交換器

潜熱回収型温水ボイラ（1台）

個別（EHP）
負荷EHP

設備 ２次側設備

下水熱利用ヒートポンプ

融雪温水

エネルギー

系統電力

中圧ガス
※建物内で減圧し、
 低圧ガスにて供給

A重油

下水熱

温
水

冷
水

非常用発電機

21 コージェネ導入事例



コージェネ導入のポイント BCPの強化　　電力ピークカットによるコスト最適化　　地域社会への貢献1 2 3

高効率エネルギーマネジメントとBCP強化

三徳化学工業 宮城工場
S A N T O K U  C H E M I C A L  I N D U S T R I E S  M i y a g i  F a c t o r y

Case2

ガスエンジン・コージェネ（35kW×5台）

取材・文：船越 善博

　1955年の創業の三徳化学工業は過酸化水素の製造
技術を磨き上げ、長きにわたり産業界を牽引してきた。現
在では、半導体産業に不可欠な超高純度過酸化水素を供
給し、常に高品質な製品で社会の発展に貢献している。
特に、加速する半導体需要に応えるための中核を担う拠
点として、2020年に宮城工場が移転・新設された。
　宮城工場では、製造工程上、大量の電力を消費するが、
季節による電力需要の大きな変動と、比較的少ない熱需
要という独特の課題を抱えていた。こうした背景に加え、
近年多発する自然災害への備えとして、効率的かつ安
定したエネルギー供給体制の確立が喫緊の経営課題と

■ 施設概要
所 在 地 宮城県黒川郡大和町テクノヒルズ54番地

建 物 規 模 Ａ棟：地上2階（工場・事務）
Ｂ棟：地上1階（工場・倉庫）

構 造 鉄骨造

面 積 敷地面積：24,000㎡

開 業 年 月 2020年10月竣工（コージェネ稼働：2024年4月）

生 産 施 設 超高純度過酸化水素製造プラント

なっていた。
　そこで、コージェネの導入を決断。さらに、災害時には
工場施設の一部を地域住民の避難所として開放するこ
とで、企業の社会的責任を果たす地域貢献も視野に入れ
た、多角的な戦略を展開している。

SDGs コージェネ

■ ガスエンジン・コージェネレーション仕様概略
メ ー カ ー ヤンマーエネルギーシステム株式会社

モ デ ル 名 CP35D2Z-TNJG

燃 料 種 別 都市ガス13A

定 格 出 力 35kW

台 数 5台

温水取出温度 高温：80℃、低温：75℃

効 率 総合：88.0％／発電：33.5％／排熱回収：54.5％

そ の 他 停電対応型システムを採用
遠隔監視によるリアルタイム運転監視
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す
る
最
適
な
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
導
き
出
し

て
い
る
。
今
後
も
同
社
は
、
持
続
可
能
な
社

会
の
実
現
に
向
け
、
コ
ー
ジ
ェ
ネ
を
最
大
限

に
活
用
し
、
半
導
体
産
業
の
発
展
を
支
え
る

安
定
し
た
高
品
質
な
製
品
供
給
と
、
地
域
に

開
か
れ
た
工
場
運
営
と
い
う
「
未
来
へ
の
投

資
」
を
継
続
し
て
い
く
こ
と
だ
ろ
う
。

高
効
率
・
高
信
頼
性

コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
真
価

　

三
徳
化
学
工
業 

宮
城
工
場
は
、
コ
ー

ジ
ェ
ネ
35 
kW
を
５
台
導
入
し
、
総
発
電
能
力

１
７
５
kW
を
確
保
す
る
シ
ス
テ
ム
を
取
り
入

れ
た
。

　

宮
城
工
場
の
最
大
の
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
は
、

こ
の
５
台
の
コ
ー
ジ
ェ
ネ
を
電
力
需
要
に
応

じ
て
柔
軟
に
稼
働
さ
せ
る
運
用
に
あ
る
。
季

節
に
よ
る
電
力
需
要
の
大
き
な
変
動
と
い
う

工
場
の
特
性
を
踏
ま
え
、
夏
期
は
３
〜
５
台
、

中
間
期
は
１
〜
２
台
、
冬
期
は
１
台
と
、
稼

働
台
数
を
き
め
細
や
か
に
調
整
す
る
「
電
主

熱
従
」
の
運
用
戦
略
を
徹
底
。
こ
れ
に
よ
り
、

年
間
を
通
じ
て
発
電
量
を
最
適
化
し
、
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
を
年
間
30
ｔ-

Ｃ
Ｏ
２
削
減
す
る
こ

と
に
成
功
し
た
。
こ
の
運
用
は
、
電
力
ピ
ー

ク
カ
ッ
ト
の
実
現
に
も
寄
与
し
、
商
業
電
力

の
契
約
電
力
を
約
１
０
０
kW
削
減
、
電
力
コ

ス
ト
の
削
減
に
貢
献
し
た
。
コ
ー
ジ
ェ
ネ
を

高
圧
受
電
設
備
に
隣
接
し
て
配
置
す
る
こ
と

で
、
系
統
連
携
ケ
ー
ブ
ル
長
を
短
縮
し
、
材

料
費
や
工
事
費
を
圧
縮
す
る
な
ど
の
工
夫
も

凝
ら
さ
れ
た
。

　

排
熱
の
利
用
先
は
当
初
工
場
内
の
給
湯
用

途
に
限
定
し
て
い
た
が
、
製
造
プ
ロ
セ
ス
や

融
雪
シ
ス
テ
ム
な
ど
熱
需
要
の
あ
る
工
程
へ

徹
底
的
に
利
用
す
る
等
、コ
ー
ジ
ェ
ネ
の
更
な

る
高
効
率
な
運
用
に
向
け
て
工
夫
し
て
い
る
。

半
導
体
製
造
を
支
え
る

「
超
高
純
度
過
酸
化
水
素
」

品
質
と
Ｂ
Ｃ
Ｐ

　

三
徳
化
学
工
業
が
生
産
す
る
超
高
純
度
過

酸
化
水
素
は
、
ナ
ノ
レ
ベ
ル
の
微
細
化
が
進

む
半
導
体
製
造
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
極
め
て

重
要
で
、
必
要
不
可
欠
な
材
料
と
な
る
。
微

量
不
純
物
を
極
限
ま
で
除
去
し
た
超
高
純
度

過
酸
化
水
素
を
製
品
化
す
る
た
め
に
は
徹
底

し
た
品
質
管
理
・
事
業
継
続
を
工
場
全
体
で

行
う
必
要
が
あ
る
。

　

導
入
さ
れ
た
コ
ー
ジ
ェ
ネ
は
停
電
対
応
型

で
あ
り
、
停
電
発
生
時
に
も
、
工
場
内
の
重

要
設
備
へ
の
電
力
を
供
給
し
続
け
る
こ
と
が

可
能
。
工
場
は
自
立
運
転
モ
ー
ド
で
稼
働
を

継
続
し
、
生
産
活
動
へ
の
影
響
を
最
小
限
に

抑
制
す
る
。
コ
ー
ジ
ェ
ネ
に
よ
る
安
定
し
た

エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
は
、
品
質
管
理
体
制
を
維

持
す
る
た
め
の
基
盤
に
な
っ
て
い
る
。
電
力

は
系
統
連
携
し
、
逆
潮
流
の
な
い
工
場
内
給

電
と
し
て
運
用
さ
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
地
域
社
会
と
の
共
存
共
栄
を
目

指
し
、
災
害
時
に
は
、
事
務
所
棟
と
生
産
棟

の
一
部
を
地
域
住
民
の
避
難
所
と
し
て
開
放

す
る
計
画
と
し
て
い
る
。
コ
ー
ジ
ェ
ネ
が
避

難
所
の
機
能
維
持
に
必
要
な
電
力
を
供
給
す

る
こ
と
で
、
地
域
の
防
災
拠
点
と
し
て
の
役

割
も
担
う
。
こ
の
先
進
的
な
取
り
組
み
は
、

経
済
産
業
省
の
「
災
害
時
の
強
靭
性
向
上
に

資
す
る
天
然
ガ
ス
利
用
設
備
導
入
支
援
事
業

費
補
助
金
」
や
、
宮
城
県
の
「
み
や
ぎ
二
酸

化
炭
素
排
出
削
減
支
援
事
業
」
と
い
っ
た
補

助
金
制
度
を
効
果
的
に
活
用
し
て
実
現
さ
れ

た
。
こ
の
補
助
金
制
度
の
活
用
は
、
大
規
模

な
初
期
投
資
を
円
滑
に
進
め
る
上
で
不
可
欠

で
あ
っ
た
。

経
済
性
と
環
境
性
を

両
立
す
る
最
適
解

　

三
徳
化
学
工
業 

宮
城
工
場
は
、
複
数
台

の
コ
ー
ジ
ェ
ネ
運
用
を
通
じ
て
、
単
な
る
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
化
に
留
ま
ら
ず
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
強

化
、
電
力
ピ
ー
ク
カ
ッ
ト
に
よ
る
経
済
性
向

上
、
環
境
負
荷
の
低
減
、
そ
し
て
地
域
社
会

へ
の
貢
献
と
い
う
多
角
的
な
経
営
課
題
に
対

■ エネルギーフロー図（概念図 ※一部省略）

凡例 ガス
排熱 温水 プロセス排水

コージェネ発電
給電

商用電力

商用電力

都市ガス

ガスエンジン・コージェネ
（35kW×5台）

高圧受電設備

熱交換器
生産設備

貯湯槽

工場受電
（事務エリア）
（生産設備）

熱交換器

■ コージェネ排熱利用フロー

PPコンテナ
洗浄機

ドライエアー

系統1

系統2

排気(20㎥/min)

PPコンテナ

1㎥貯湯槽

250L温水タンク(60℃)

ガスエンジン・コージェネ

P熱交換器

温水（80℃)
系統3

排水(20L/min)

ST熱交換器Ｂ

温風ブロアー(50℃以上)

温水（70℃) ST熱交換器Ａ

温水（60℃) P熱交換器

系統1： 製品を収納する通箱
(PPコンテナ)の洗浄 
温水洗浄と温風ブロ
アで使用

系統2： 過酸化水素製造工程
の温度調整に使用

系統3： 折半屋根の除雪散水
として温水を使用
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